様式第２号


牛の特定部位使用申請書

年　　月　　日

さいたま市長　殿
　（食肉衛生検査所長）　

　　　　　住　　　　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名又は名　称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　及び代表者の氏名　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　電　　　　　　話　　　　　　　　　　　　　　　　　　

牛の特定部位を使用したいので、牛海綿状脳症対策特別措置法第7条第2項の規定に

より、次のとおり申請します。

１　使用目的

　

２　使用方法

３　使用期間

４　使用する特定部位の種類及び数量

５　特定部位を持ち出す場所

６　特定部位の保管場所

７　特定部位の管理責任者

８　使用後の処分方法

９　その他

備考　１　申請者の所属を証明する書類を添付すること。

　　　　　２　申請者が学術雑誌、学会等により当該研究分野において実績を有する書類を添付すること。

　　　　　３　処分方法を確認できる書類を添付すること。

４　研究計画書

５　研究施設の見取り図（危険部位の保管場所を明示）

＊ただし、前年度から継続して研究を行う場合は研究計画書のみ添付すること

